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報
告
・
上
見　

国
敏
さ
ん

（
平
成
７
年
経
済
学
部
卒
）

　

２
０
１
３
年
７
月
13
日（
土
）、
札
幌
京
王
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
18
時
30
分
よ
り
第
２
回
同
窓

会
地
方
支
部 

丹
頂
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
小
原
健
三
郎
会
長（
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
北
海

道
㈱
副
主
査
）、
小
野
寺
幸
司
氏（
北
見
市
立
中

学
校
教
員
）、
事
務
局
の
上
見
国
敏
氏（
上
見
ビ

ル
㈲
取
締
役
社
長
）、来
賓
に
柏
倉
柳
一
郎
氏（
Ｓ

Ｃ
Ｇ
取
締
役
副
社
長
／
平
成
６
年
経
済
学
部
卒
）

を
招
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。(

以
下
敬
称
省
略
）

　

会
長
か
ら
は
開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
２
０
１
４

年
第
３
回
会
場
を
北
見
市
、
２
０
１
５
年
第
４

回
会
場
を
釧
路
市
で
開
催
す
る
旨
の
報
告
が
あ

り
、
参
加
者
全
員
の
了
承
を
得
ま
し
た
。

　

国
内
最
大
の
投
資
銀
行
で
あ
る
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
の
Ｍ
＆
Ａ
部

門
で
あ
る
Ｓ
Ｃ
Ｇ
副
社
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
る

柏
倉
氏
よ
り
、
日
本
の
金
融
面
か
ら
の
経
済
情

勢
分
析
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
小
野
寺
氏
か

ら
は
、
子
供
た
ち
の
教
育
環
境
と
子
供
の
将
来

像
に
つ
い
て
、
教
育
手
法
と
社
会
の
求
め
る
人

材
と
の
間
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

　

採
用
す
る
立
場
か
ら
、
精
神
的
な
耐
性
と
気

力
の
あ
る
人
格
形
成
と
、
知
識
意
欲
の
あ
る
人

材
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
母
校
の
特
色
で
も
あ
る
実
務
家
の
育
成
に

期
待
が
か
か
る
意
見
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
、
各
界
で
活
躍
す
る
者
が
揃
っ

て
意
義
の
あ
る
意
見
交
換
が
な
さ
れ
大
変
有
意

義
な
同
窓
会

と
な
り
ま
し

た
。

　

二
次
会
は

札
幌
す
す
き

の
に
移
動
し

議
論
の
継
続

を
も
っ
て
散

会
し
ま
し
た
。

　

９
月
14
日（
土
）、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
長
野
に
て
、
同
窓
会
長
野
県
支

部
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
昨
年

の
北
海
道
・
新
潟
に
続
く
３
つ
目
の
支

部
会
設
立
と
な
り
ま
す
。

　

15
時
か
ら
の
発
足
会
に
は
、
長
野
県

在
住
の
同
窓
生
を
中
心
に
、
同
窓
会
役

員
や
吉
田
邦
久
理
事
が
出
席
し
ま
し
た
。

開
式
に
当
た
り
、
長
野
県
支
部
会
の
樋

口
雄
一
さ
ん（
平
成
５
年
法
学
部
卒
）よ

り
、「
長
野
に
ゆ
か
り
の
あ
る
卒
業
生

が
肩
肘
張
ら
ず
に
集
う
温
か
い
会
に
し

た
い
」と
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、
中
島
俊

夫
同
窓
会
長
、
吉
田
理
事
か
ら
は
支
部

会
発
足
へ
の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
の
自
己
紹
介
の
後
、
桐
生
岳

副
会
長
よ
り
同
窓
会
の
活
動
報
告
、
廣

瀬
尚
委
員
よ
り
本
学
の
近
況
報
告
が
あ

り
、
発
足
会
は
無
事
終
了
。
当
日
は
同

じ
ホ
テ
ル
で
父
母
会
の
長
野
県
支
部
会

も
開
催
さ
れ
て
お
り
、
16
時
か
ら
は
同

窓
会
・
父
母
会
合
同
で
懇
親
会
を
行
い

ま
し
た
。 

　

同
窓
生
に
加
え
、
長
野
県
在
住
の
ご
父
母
や

教
職
員
を
交
え
た
賑
や
か
な
パ
ー
テ
ィ
と
な
り

ま
し
た
。

　

懇
親
会
後
は
会

場
を
移
し
て
二
次

会
と
な
り
、
在
学

時
の
思
い
出
や
各

自
の
近
況
に
つ
い

て
懇
談
が
続
き
、

盛
況
の
う
ち
に
散

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
出
席
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
出
席
さ

れ
た
方
々
に
と
っ

て
、
母
校
や
同
窓

の
仲
間
と
の
繫
が

り
を
感
じ
ら
れ
た

一
日
で
あ
れ
ば
幸

い
で
す
。

（
同
窓
会
事
務
局
）

講演テーマ
「夢と出会いが力に・・・
チームワークとコミュニケーション」
日時：10月26日（土）
　　　15時〜16時30分
場所：第二講義棟4階7405教室
会費：無料（先着順・申込不要）

佐々木則夫氏プロフィール

1958年山形県生まれ。さいたま市在住。

帝京高校・明治大学を経てNTT関東サッカー部で選手として活躍。現役引退後、

NTT関東サッカー部・大宮アルディージャでコーチ、監督を歴任。

2006年なでしこジャパン（日本女子代表）コーチ就任。2007年監督就任。

2011年 FIFA女子ワールドカップドイツ2011で日本サッカー初の世界一へ導

く。翌2012年のロンドンオリンピックでは銀メダル獲得。

国民栄誉賞（サッカー日本女子代表）、紫綬褒章、2012 FIFAバロンドール女子

最優秀監督賞受賞。

ホームカミングデー懇親会
軽食（オードブル・サンドウィッチ・デザート等とお飲み物）

をご用意しております。

日時：10月26日（土）17時〜18時30分
場所：第二講義棟15階レセプションルーム
会費：無料

ゼミ展示もお楽しみに！
今年の駿輝祭では15のゼミナールが出展し、日頃の学習成果

を発表します。同窓会では、ホームカミングデーにお越しの皆

さまにアンケート（人気投票）を実施し、理事長賞・学長賞・同

窓会長賞として優れたゼミ展示を表彰いたします。たくさんの

卒業生からコメントをいただきたいと思いますので、是非ご協

力をお願いいたします（アンケート用紙はホームカミングデー

懇親会会場、同窓会ホームページ等で配布いたします）。

NACK５の公開放送、コンサートも同日開催！
恒例となりましたＦＭ ＮＡＣＫ５の公開放送、旬なアーティ

ストを迎えてのコンサートも併せてお楽しみください。

★ＦＭ ＮＡＣＫ５ ヒッツ・ザ・タウン

　日時：１０月２６日（土）１２時５５分～１７時５５分

　ゲスト： Galileo Galilei、中島愛、くみっきー（舟山久美子）、

GENERATIONS  from EXILE TRIBE

　場所：講義棟１階

★コンサート Live in Syunki Fes 2013

　日時：１０月２６日（土）１６時～（開場１５時～）

　出演：the telephones 、Galileo Galilei

　場所：体育館２階

　お問い合わせ：駿輝祭実行委員コンサート部

　　　　　　　　042-972-1169

　

毎
年
駿
輝
祭
の
初
日
に
開
催
し
て
い

る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
卒
業
生
と
教
職
員
が
母
校

で
集
い
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て

い
た
だ
く
同
窓
会
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

恒
例
と
な
り
ま
し
た
父
母
会
共
催
の

講
演
会
で
は
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
指
導
者

の
佐
々
木
則
夫
氏
を
お
招
き
す
る
予
定

で
す
。ま
た
、講
演
会
の
後
は
懇
親
パ
ー

テ
ィ
を
行
い
ま
す
。
近
年
は
お
子
様
連

れ
の
ご
来
場
も
多
く
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
懐
か
し
い
同
窓
生
や
教
職
員

と
の
懇
談
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
是
非
こ
の
機
会
に
、
大
学

時
代
の
お
友
だ
ち
と
連
絡
を
取
り
合
っ

て
、
母
校
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

第27回駿輝祭のご案内
10月26日（土）・27日（日）飯能キャンパスにて開催

佐々木則夫氏講演会

長
野
県
支
部
会
を
発
足
し
ま
し
た
！ 

発行：駿河台大学同窓会事務局
〒357-8555 埼玉県飯能市阿須698
☎042-972-1101
dousou@surugadai.ac.jp
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昨年度の懇親会

※同窓生の輪が各地で少しずつ広がっています。同窓生支部会の立ち上げを希望される方は、
　同窓会事務局までご相談ください。



JAZZ 研究会の演奏 懇親会集合写真

ビューラウンジ

川村正幸学長

　

５
月
25
日
（
土
）、
平
成
25
年
度
同
窓
会
総
会

を
駿
河
台
大
学
飯
能
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
懇
親

会
を
ホ
テ
ル
・
ヘ
リ
テ
イ
ジ
飯
能
（
旧
飯
能
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
11
時
半
か
ら
同
窓
会
役
員
会

が
開
か
れ
、
昨
年
度
会
計
報
告
の
他
、
今
年
度

の
事
業
計
画
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

15
時
半
か
ら
開
始
し
た
総
会
で
は
、
冒
頭
で

同
窓
会
名
誉
顧
問
の
川
村
正
幸
学
長
よ
り
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

川
村
正
幸
学
長（
同
窓
会
名
誉
顧
問
）
か
ら

の
ご
挨
拶

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
大
学
及
び

学
生
の
教
育
に
つ
い
て
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
同
窓
会
か
ら
の
ご
支
援

と
し
て
は
、
平
成
25
年
度
の
寄
附
講
座
と
し

て
、キ
ャ
リ
ア
育
成
科
目
の
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」、「
森
林
文
化
実
習
」、「
ま
ち
づ
く
り
実
践
」

と
い
う
３
つ
の
講
義
に
ご
寄
附
い
た
だ
い
て
お

り
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
講
義
に
対
し
て
、
卒

業
生
の
皆
様
方
に
も
講
師
と
し
て
参
加
い
た
だ

く
等
の
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

大
学
の
現
状
に
つ
い
て
少
し
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
と
、
少
子
化
が
進
行
す
る
中
で

本
学
も
学
生
確
保
に
苦
戦
が
続
い
て
お
り
、
残

念
な
が
ら
、
今
年
度
の
新
入
生
は
５
学
部
中
、

法
学
部
・
経
済
経
営
学
部
で
定
員
割
れ
と
な
り
、

総
入
学
定
員
９
２
０
名
を
確
保
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
う
い
っ
た
厳
し
い
状
況
を
打
破
し
よ

う
と
私
た
ち
は
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

本
学
で
は
一
昨
年
に
創
立
25
周
年
を
迎
え
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
現
在
創
立
30
周
年
に
向
け
て

新
た
な
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、
大
規
模

な
大
学
改
革
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

そ
の
基
盤
と
し
ま
し
て
、
昨
年
秋
に
、
本
学

の
運
営
の
基
本
方
針
を「
駿
河
台
大
学
憲
章
」に

定
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
本
学
の
中
期
計
画
を

ま
と
め
た「
駿
河
台
大
学
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」

を
公
表
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
駿
河
台
大
学

が
目
指
す
べ
き
大
学
像
を
明
確
に
示
し
た
上
で
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
計
画
を
定
め
て
い
る
も
の

で
、
こ
の
２
つ
が
、
現
在
進
め
て
い
る
大
学
改

革
の
大
き
な
柱
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に

お
い
て
は
、「
愛
情
教
育
」
を
本
学
の
建
学
の
精

神
と
し
て
お
り
、ま
た
、本
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
、

埼
玉
県
西
部
地
域
に
根
ざ
し
た
地
域
と
共
に
発

展
す
る
大
学
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

現
在
進
め
て
い
る
改
革
の
第
一
は
、
本
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る

教
育
改
革
で
す
。
今
日
の
大
学
教
育
の
目
的
は
、

単
に
高
度
な
専
門
知
識
を
教
授
す
る
と
い
う
だ

け
で
は
な
く
、
社
会
人
と
し
て
通
用
す
る
力
を

身
に
つ
け
る
教
育
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
い
う

の
が
一
般
的
に
認
識
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
社
会

人
基
礎
力
を
高
め
、
社
会
人
と
し
て
活
躍
で
き

る
人
間
に
育
て
て
い
く
と
い
う
の
が
、
新
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
重
要
な
目
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
学
は
１
年
次
か
ら
卒
業
す
る
ま
で
、
社
会
に

目
を
向
け
た
教
育
を
行
う
と
と
も
に
、
体
系
的

で
効
果
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
す
べ
て
の
講
義
・
演
習
に
お

い
て
、
学
生
の
社
会
人
基
礎
力
を
高
め
る
こ
と

を
重
要
な
柱
と
位
置
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

大
学
教
育
に
つ
い
て
文
部
科
学
省
を
中
心
に

色
々
な
方
針
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
学
生

が
主
体
的
に
考
え
、
行
動
す
る
力
を
養
う
教
育

の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
双
方
向
型
の
能
動
的
学
習
（
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
）、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
型
の

講
義
（
白
熱
授
業
）
の
推
進
が
必
要
と
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
本
学
で
も
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い

タ
イ
プ
の
講
義
を
実
施
す
る
た
め
の
取
り
組
み

を
進
め
て
お
り
、
講
義
棟
の
３
４
０
４
教
室
を
、

こ
の
よ
う
な
講
義
に
適
し
た
環
境
に
改
修
し
て

い
ま
す
。

　

第
二
は
、
一
人
で
も
多
く
の
学
生
が
就
職
で

き
る
よ
う
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
連
携
し
た
親
身

な
就
職
支
援
に
向
け
た
改
革
で
す
。
本
学
独
自

の
組
織
で
あ
る
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
担
当
の
教
員

と
職
員
が
一
体
と
な
っ
た
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

を
中
核
と
し
て
、
全
学
を
あ
げ
て
就
職
支
援
の

強
化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
就
職
率
と
い
う
の

は
、
入
学
者
の
確
保
と
い
う
点
で
大
変
重
要
な

要
素
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
卒
業
生
の
皆
様

に
は
今
後
と
も
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

第
三
に
は
、
学
生
が
充
実
し
た
楽
し
い
キ
ャ

ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
送
れ
る
大
学
を
実
現
す
る
た

め
の
改
革
で
す
。
従
来
の
教
員
に
よ
る
学
生
サ

ポ
ー
ト
に
加
え
、
今
年
の
新
入
生
よ
り
職
員
に

よ
る
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
お
り
、

学
生
さ
ん
は
２
年
次
以
降
も
、
教
員
だ
け
で
な

く
顔
な
じ
み
の
職
員
に
も
相
談
で
き
る
体
制
が

作
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
学
生

支
援
の
強
化
と
い
う
点
で
、「
学
生
支
援
課
」
を

設
け
、
事
務
室
を
全
面
的
に
、
学
生
に
利
用
し

や
す
く
改
修
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
生

活
を
よ
り
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
ア
メ
ニ

テ
ィ
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
５
階
に
新
し
く
学
生
ラ
ウ

ン
ジ
を
新
設
し
た
の
を
は
じ
め
、
学
生
会
館
の

１
階
に
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
を
誘
致
し
た
り
、
女

子
学
生
向
け
の
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
を
学
内
各
所

に
設
置
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
は
、
卒
業
生
の
方
々
が
誇
り
を
持
て
る

場
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
、
同
窓
会
の
皆
様
か
ら
の
忌
憚

の
な
い
ご
意
見
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て
、

よ
り
一
層
の
改
革
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
以
上
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

私
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
同
窓
会
総
会
議
事

１　

平
成
25
年
度
役
員
に
つ
い
て

２　

�

平
成
24
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
報
告
に
つ
い
て

３　

平
成
24
年
度
会
計
監
査
に
つ
い
て

４　

�

平
成
25
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
決

算
案
に
つ
い
て

※�

資
料
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。

　

24
年
度
事
業
報
告
の
最
後
に
、
同
窓
会
の
寄

附
講
座
で
あ
る
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」、「
ま

ち
づ
く
り
実
践
」
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
、
担

当
の
佐
古
年
穂
先
生
よ
り
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
た

ご
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
議
事
は
中
島
俊
夫
同

窓
会
長
の
進
行
で
審
議
さ
れ
、
出
席
者
と
の
意

見
交
換
を
経
て
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
支
援
費
に
つ
い
て

　

同
窓
会
で
は
、
25
年
度
新
規
事
業
と
し

て
「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
支
援
費
」（
予
算

１
０
０
０
万
）
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
駿
河
台
大
学
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
は
、

開
学
30
年
（
２
０
１
６
年
）
に
向
け
て
本
学

が
実
現
す
べ
き
目
標
と
計
画
を
示
し
た
も

の
で
、「
愛
情
教
育
」
の
理
念
に
立
ち
戻
り
、

確
か
な
教
育
力
を
持
っ
た
、
学
生
の
面
倒

見
の
良
い
、
学
生
満
足
度
の
高
い
大
学
に

す
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
ま
す
（
詳
細
は
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）。

　

今
回
の
予
算
立
て
に
つ
い
て
中
島
会
長
よ

り
、「
大
学
の
変
革
期
に
、
同
窓
会
で
も
最

大
限
の
努
力
・
協
力
を
し
よ
う
と
発
案
し
た
。

大
学
か
ら
の
要
請
も
し
く
は
同
窓
会
か
ら
の

提
案
に
対
し
、
必
要
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
予

算
範
囲
内
で
対
応
し
た
い
」
と
の
説
明
が
あ

り
、
母
校
と
の
連
携
・
協
力
に
つ
い
て
改
め

て
出
席
者
に
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
17
時
よ
り
会
場
を
ホ
テ
ル
・

ヘ
リ
テ
イ
ジ
飯
能
に
移
し
、
懇
親
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

桐
生
岳
副
会
長
に
よ
る
乾
杯
の
ご
挨
拶
の

後
、
同
窓
会
寄
附
講
座
「
森
林
文
化
実
習
」
に

つ
い
て
、
原
聰
教
授
か
ら
御
礼
と
活
動
状
況
の

ご
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
恒
例
の
余
興
で

は
、
モ
ダ
ン
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
研
究
会
の
在
学
生
７
名

が「
Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
」と「
Ｃ
ｏ
ｒ
ｃ
ｏ
ｖ

ａ
ｄ
ｏ
」
の
２
曲
を
披
露
。
新
井
克
明
副
会
長

の
中
締
め
の
後
、
校
歌
斉
唱
を
も
っ
て
懇
親
会

は
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
25
年
度

同
窓
会
総
会
・

懇
親
会
開
催
報
告
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12-13 シーズンで獲得したトロフィーとメダル

ジャパンパラリンピック回転競技にて

ビューラウンジ

同窓会の支援で購入したアウトリガー

平
成
25
年
度
同
窓
会
役
員
の
ご
紹
介

幹　

事

役　

職

委　

員

会　

計

監　

査

会　

計

副
会
長

会　

長

役　

職

中
川　

順
子

柳
下　

一
義

根
岸
麻
衣
子

木
村　

得
朗

高
塚
美
保
子

雷　

光
一

氏 　

名

岡
部　

浩
一

三
枝　

桂
子

森　
　

健

森
沢　

克
啓

市
川　

紀
子

廣
瀬　

尚

冨
岡　

勇
哉

朝
田　

淳

長
嶋　

亮
吉

飯
塚
小
姫
子

渡
部　

成
人

新
井　

克
明

桐
生　

岳

中
島　

俊
夫

氏 

名

学
生
支
援
部
健
康
相
談
室
（
平
成
6
年
経
済
学
部
卒
）

学
生
支
援
部
学
生
支
援
課
（
平
成
18
年
法
学
部
卒
）

学
生
支
援
部
学
生
支
援
課
（
平
成
16
年
法
学
部
卒
）

学
生
支
援
部
長

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
部
就
職
支
援
課
長

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
部
長

所　
　

属

平
成
20
年
卒

平
成
18
年
卒

平
成
16
年
卒

平
成
9
年
卒

平
成
7
年
卒

平
成
5
年
卒

平
成
4
年
卒

平
成
15
年
卒

平
成
7
年
卒

平
成
13
年
卒

平
成
9
年
卒

平
成
12
年
卒

平
成
5
年
卒

平
成
7
年
卒

卒
業
年

経
済
学
部

現
代
文
化
学
部

経
済
学
部

法
学
部

法
学
部

法
学
部

法
学
部

文
化
情
報
学
部

経
済
学
部

文
化
情
報
学
部

法
学
部

文
化
情
報
学
部

法
学
部

法
学
部
学
部

　

近
年
都
内
の
ホ
テ
ル
を
会
場
と
し
て
い
る
総

会
で
す
が
、
今
年
は
12
年
ぶ
り
に
飯
能
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
学
生
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
、
久

し
ぶ
り
に
母
校
を
訪
れ
た
卒
業
生
は
、
近
年
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
の
様
子
に
驚
い

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

卒
業
生
の
入
館
・
資
料
閲
覧
は
無
料
で
す
。

５
階
は
こ
の
４
月
よ
り
「
ビ
ュ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
」

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。「
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
」
の
自
販
機
コ
ン
ビ
ニ
を
設
置
し
、
キ
ャ
ン

パ
ス
が
一
望
で
き
る
く
つ
ろ
ぎ
の
空
間
と
し
て

開
放
し
て
い
ま
す
。

大
学
会
館
１
Ｆ

　

明
る
い
学
食
を
め
ざ
し
て
机
と
イ
ス
を
入
れ

替
え
ま
し
た
。
南
側
エ
リ
ア
に
「
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
」
も
オ
ー
プ
ン
し
、
ま
す
ま
す
便
利
に
。

安
く
て
お
い
し
い
懐
か
し
の
学
食
メ
ニ
ュ
ー
を

ど
う
ぞ
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　

体
育
館
１
階
に
開
設
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
。
最
新
鋭
の
マ
シ
ン
を
備
え
た
本
格
的

ジ
ム
で
す
。
事
前
講
習
を
受
け
れ
ば
卒
業
生
も

無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

鈴
木
さ
ん
は
ソ
チ
出
場
が
確
定
す
る

と
、「
ト
リ
ノ
」・「
バ
ン
ク
ー
バ
ー
」・「
ソ

チ
」
と
３
大
会
連
続
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

出
場
と
な
り
ま
す
。

　

ソ
チ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
内
定
ま
で
の
道

の
り
は
長
く
険
し
い
も
の
だ
っ
た
と
、
内

定
ま
で
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
10
～
11
月
オ
ー
ス
ト
リ
ア

で
合
宿
。
雪
上
で
本
格
的
な
実
践
練
習
を

開
始
。
翌
年
１
月
イ
タ
リ
ア
大
会（
４
レ
ー

ス
）・
ス
イ
ス
大
会
（
４
レ
ー
ス
）。
２
月
ス

ロ
ベ
ニ
ア
大
会
（
２
レ
ー
ス
）・
世
界
選
手

権
（
５
レ
ー
ス
）。
３
月
ロ
シ
ア
大
会
（
３

レ
ー
ス
）
と
、
世
界
各
国
で
戦
い
抜
き
好
成
績

を
収
め
続
け
た
結
果
、
２
０
１
２-

２
０
１
３

年
シ
ー
ズ
ン
「
ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」
を

獲
得
。
今
年
１
年
の
成
績
が
内
定
を
確
実
に
さ

せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鈴
木
さ
ん
は
国
際
大
会
で
結
果
を
出

し
続
け
て
い
る
理
由
の
一
つ
に
、
同
窓
会
の
支

援
で
新
し
く
購
入
し
た
「
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
」（
※

ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
と
は
、
障
害
者
ス
キ
ー
で
用
い

ら
れ
る
ス
ト
ッ
ク
代
わ
り
に
使
用
さ
れ
る
用
具

で
、
先
端
に
小
さ
な
ス
キ
ー
が
つ
い
て
い
て
、

グ
リ
ッ
プ（
に
ぎ
り
）部
分
に
つ
け
ら
れ
た
紐
で

滑
走
状
態
に
し
た
り
折
り
た
た
ん
で
ス
ト
ッ
ク

と
し
て
利
用
し
た
り
す
る
も
の
）
を
使
い
始
め

て
か
ら
特
に
調
子
が
よ
い
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
は
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
使
い
初
め
、
直
ぐ
に
銅
メ

ダ
ル
を
獲
得
。
そ
の
後
も
好
調
を
キ
ー
プ
し
続

け
て
お
り
、
ソ
チ
で
も
使
い
表
彰
台
を
狙
っ
て

い
る
と
の
こ
と
。

　

今
で
は
鈴
木
さ
ん
に
と
っ
て
、
世
界
で
活
躍
す

る
た
め
の
大
切
な
相
棒
だ
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
ソ
チ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
な
が
ら
も
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
ま
す
。
駿
河
台

大
学
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
は
、
他
の
代

表
選
手
か
ら
も
羨
ま
し
が
ら
れ
る
よ
う
な

環
境
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
環
境
下
で

日
々
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
出
来
る
こ
と
や
、

応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
、
競
技
に
專
念

で
き
る
環
境
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
駿
河
台
大
学
に
感
謝
し
て
い
る
と
語
り

ま
し
た
。

　［
鈴
木
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
］

　

皆
さ
ん
い
つ
も
ご
支
援
、
ご
声
援
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ス
キ
ー
競
技

は
個
人
プ
レ
ー
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

私
は
チ
ー
ム
プ
レ
ー
だ
と
思
い
レ
ー
ス
に

望
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
皆
さ
ん
の
協

力
無
く
し
て
今
の
結
果
は
無
い
と
思
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。
同
窓
会
の
皆
さ
ん
を
初

め
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
だ
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
ソ
チ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
確
定
し
た
際
に
は
、
バ
ン
ク
ー

バ
ー
の
銅
メ
ダ
ル
よ
り
も
き
れ
い
な
色
の

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
良
い
結
果
報
告
が
同

窓
会
の
皆
さ
ん
へ
出
来
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
応
援
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

本学体育課職員の鈴木猛
史さん（平成23年文化情
報学部卒）が、2014年３
月に開催されるソチ・パ
ラリンピック「アルペンス
キー競技（座位）」の日本
代表選手に内定しました。

祝
ソ
チ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場（
内
定
）

駿
河
台
大
学
体
育
課
職
員　

鈴
木
猛
史
さ
ん

卒
業
生
も
お
気
軽
に
…



報
告
・
上
見　

国
敏
さ
ん

（
平
成
７
年
経
済
学
部
卒
）

　

２
０
１
３
年
７
月
13
日（
土
）、
札
幌
京
王
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
18
時
30
分
よ
り
第
２
回
同
窓

会
地
方
支
部 

丹
頂
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
小
原
健
三
郎
会
長（
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
北
海

道
㈱
副
主
査
）、
小
野
寺
幸
司
氏（
北
見
市
立
中

学
校
教
員
）、
事
務
局
の
上
見
国
敏
氏（
上
見
ビ

ル
㈲
取
締
役
社
長
）、来
賓
に
柏
倉
柳
一
郎
氏（
Ｓ

Ｃ
Ｇ
取
締
役
副
社
長
／
平
成
６
年
経
済
学
部
卒
）

を
招
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。(

以
下
敬
称
省
略
）

　

会
長
か
ら
は
開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
２
０
１
４

年
第
３
回
会
場
を
北
見
市
、
２
０
１
５
年
第
４

回
会
場
を
釧
路
市
で
開
催
す
る
旨
の
報
告
が
あ

り
、
参
加
者
全
員
の
了
承
を
得
ま
し
た
。

　

国
内
最
大
の
投
資
銀
行
で
あ
る
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
の
Ｍ
＆
Ａ
部

門
で
あ
る
Ｓ
Ｃ
Ｇ
副
社
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
る

柏
倉
氏
よ
り
、
日
本
の
金
融
面
か
ら
の
経
済
情

勢
分
析
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
小
野
寺
氏
か

ら
は
、
子
供
た
ち
の
教
育
環
境
と
子
供
の
将
来

像
に
つ
い
て
、
教
育
手
法
と
社
会
の
求
め
る
人

材
と
の
間
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

　

採
用
す
る
立
場
か
ら
、
精
神
的
な
耐
性
と
気

力
の
あ
る
人
格
形
成
と
、
知
識
意
欲
の
あ
る
人

材
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
母
校
の
特
色
で
も
あ
る
実
務
家
の
育
成
に

期
待
が
か
か
る
意
見
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
、
各
界
で
活
躍
す
る
者
が
揃
っ

て
意
義
の
あ
る
意
見
交
換
が
な
さ
れ
大
変
有
意

義
な
同
窓
会

と
な
り
ま
し

た
。

　

二
次
会
は

札
幌
す
す
き

の
に
移
動
し

議
論
の
継
続

を
も
っ
て
散

会
し
ま
し
た
。

　「経済Ｔｏｄａｙ」は、社会の第一線で働く方から、その仕

事内容や社会との関わり等をお聞きし、「社会の現場」から経

済の実相に迫っていく学生に人気の授業で、本学の卒業生も

度々講師を務めています。

　７月１０日（水）の「経済

Ｔｏｄａｙ」では、飯能市

役所に勤務している、中島

俊夫さん（平成７年法学部

卒/同窓会長）と長嶋亮吉さ

ん（平成７年経済学部卒/同

窓会会計監査）が特別講義

を行いました。市役所が担当する幅広い業務の実際や、頻繁

な人事異動で求められる適応能力等、具体的な現場の声を聞

いた受講生は、公務員のイメージを新たにするとともに、そ

の責任の重さや、やりがいを認識していたようです。

　また、翌週の１７日は、日本システムランド（株）勤務の岡

部浩一さん（平成２０年経済学部卒）、（株）トミーヒルフィガー

ジャパン勤務の熊谷夏葉さん（平成22年現代文化学部卒）、日

本赤十字社埼玉県赤十字血液センター勤務の田中祥貴さん（平

成23年法学部卒）の３名が講義を行いました。仕事を通して

学んだこと、学生時代に経験して欲しいこと、就職活動の体

験談等、それぞれの業種で活躍する卒業生の貴重なアドバイ

スに、受講生も聞き入っているようでした。

身近な社会人である卒業生

の活躍は、在学生にとって

大きな励みとなります。お

忙しい中、そのご活躍を紹

介していただいた講師の皆

様に感謝いたします。

駿
河
台
大
学
貸
与
奨
学
生
の
方

　

毎
年
11
月
頃
に
、
本
学
よ
り
ご
登
録
住
所
に

「
勧
奨
状
」
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

振
込
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
12
月
末
日

ま
で
に
返
還
金
の
納
入
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
生
の
方

　

奨
学
金
の
返
還
は
、
卒
業
し
た
年
の
10
月
27

日
（
金
融
機
関
の
休
業
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）

か
ら
、
月
賦
返
還
ま
た
は
月
賦
・
半
年
賦
併
用

返
還
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
奨
学
金

の
返
還
が
経
済
的
に
困
難
に
な
っ
た
場
合
は
、

「
奨
学
金
返
還
期
限
猶
予
願
」
も
し
く
は
「
奨
学

金
減
額
返
還
願
」
を
日
本
学
生
支
援
機
構
に
提

出
し
、
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
各
手

続
の
詳
細
に
つ
い
て
は
日
本
学
生
支
援
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
奨
学
金

返
還
相
談
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

報
告
・
吉
田　

将
卓
さ
ん

（
平
成
10
年
法
学
部
卒
）

　

平
成
25
年
４
月
21
日
（
日
）
に
、
栃
木
県
芳

賀
郡
の
芳
賀
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
、
ゴ
ル

フ
部
Ｏ
Ｂ
コ
ン
ペ
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
軽
暖

の
心
地
よ
い
気
候
の
中
、
卒
業
生
９
名
・
現
役

生
３
名
、
合
計
12
名
の
参
加
者
に
て
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
ゴ
ル
フ
部
Ｏ
Ｂ
会
に
は
約
80
名
の
卒

業
生
が
お
り
ま
す
。
卒
業
生
相
互
の
懇
親
を
目

的
に
年
２
回
（
春
・
秋
）
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開

催
し
、
さ
ら
に
現
役
ゴ
ル
フ
部
員
の
有
志
に
も

参
加
を
し
て
も
ら
う
事
で
交
流
を
深
め
て
お
り

ま
す
。

　

仕
事
の
都
合

や
現
住
所
の
関

係
で
参
加
が
で

き
な
い
卒
業
生

も
多
く
お
り
ま

す
が
、
今
後
も

継
続
的
に
開
催

し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

２
０
１
３
年
７
月
19
日
（
金
）、
小
澤
伸
光
先

生
に
よ
る
卒
業
生
対
象
の
「
実
践
ビ
ジ
ネ
ス
セ

ミ
ナ
ー
」（
第
１
回
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
『
新
書
・
文
庫
を
素
材
と
し
て
「
経
営
」
を
議

論
す
る
』
が
今
年
の
テ
ー
マ
。
第
１
回
は
、
先

生
が
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
経
営
関
連
書
の
中
か

ら
、
セ
ミ
ナ
ー
の
教
材
と
す
る
新
書
・
文
庫
の

選
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
卒
業
学
部
・
学
年
を
超
え
た
交
流

の
機
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
回
か
ら
の

ご
参
加
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
詳
細
は
、
同
窓
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

平
成
24
年
度
卒
業
生
か
ら
大
学
へ
の
卒
業
寄

付
と
し
て
、
楽
器
４
台
（
ビ
ブ
ラ
フ
ォ
ン
・
コ
ン

サ
ー
ト
ト
ム
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
・
ス
ラ
イ
ド
ホ

イ
ッ
ス
ル
）
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
寄
贈
先
の
吹

奏
楽
部
は
、
学
内
イ
ベ
ン
ト
以
外
に
も
、
介
護

施
設
や
保
育
所
、
地
元
商
店
街
で
の
訪
問
演
奏

等
で
、
ま
す
ま
す
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
に
実
施
し
た
法
学
部
「
懸
賞
論
文
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
入
賞
６
作
品
に
つ
い
て
、
同
窓

会
で
懸
賞
金
を
援
助
し
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告

し
ま
す
。
７
月
10
日
（
水
）
に
行
わ
れ
た
表
彰

式
で
は
、
力
作
を
仕
上
げ
た
入
賞
者
に
、
北
原

仁
学
部
長
か
ら
表
彰
状
と
懸
賞
金
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
１
等
は
、
菅
原
太
さ
ん
・
村
上
豊
さ
ん
・

山
口
咲
季
さ
ん
（
共
に
法
学
部
４
年
）
の
合
作

で
『
不
正
ア
ク
セ

ス
禁
止
法
の
概

念
』。
仲
間
と
奮

励
し
て
獲
得
し

た
今
回
の
入
賞

に
、
学
生
も
自

信
を
つ
け
た
よ

う
で
し
た
。

　

成
績
優
秀
者
や
部
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
等
で
顕
著
な
活
動
を
し
た
学
生
を
表
彰
す
る

学
生
表
彰
制
度
の
対
象
学
生
46
名
に
つ
い
て
、

同
窓
会
か
ら
副
賞
と
し
て
図
書
カ
ー
ド
（
各
１
，

０
０
０
円
分
）
を
贈
呈
し
ま
し
た
の
で
、
ご
報

告
し
ま
す
。

卒業生が特別講義
「経済Today」で講師に

同
窓
会
か
ら
の
卒
業
寄
付
に

つ
い
て

学
生
懸
賞
論
文
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た

学
生
表
彰
対
象
者
へ
の

副
賞
寄
付
に
つ
い
て

駿
河
台
大
学
貸
与
奨
学
生
・
日
本

学
生
支
援
機
構
奨
学
生
の
方
へ

ゴ
ル
フ
部
Ｏ
Ｂ
コ
ン
ペ
を
開
催

北
海
道
支
部
会
を
開
催
し
ま
し
た

実
践
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
の

ご
案
内

同
窓
会
事
務
局
よ
り

長嶋亮吉さん（左）と中島俊夫さん（右）

（左から）田中さん、岡部さん、熊谷さん

前列一番右が吉田さん


